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第５期川崎市地域福祉計画　概要版

川崎市が進める地域包括ケアシステム構築に向けた取組

（１）本市が進める「地域包括ケアシステム」とは

　本市においても、少子化と相まって超高齢社会が進行する中で、すべて
の市民が住み慣れた地域で自分らしさを発揮し、自立した日常生活を営む
ことができるように、生活に必要な要素が包括的に確保された体制づくり
として、地域包括ケアシステムの構築を進めます。
　本市では地域包括ケアシステム構築に向けて、その指針となる「川崎市
地域包括ケアシステム推進ビジョン」を平成27（2015）年３月に策定しま
した。
　さらに、ビジョンに基づく取組として、平成28（2016）年４月に、区役所
保健福祉センター内に、地域みまもり支援センターを設置し、「個別支援の
強化」と「地域力の向上」に取り組んできました。
　また、関連する取組の情報を広く市民の皆様に周知するため、「川崎市地
域包括ケアシステムポータルサイト」にて、様々な情報を発信しています。

（２）本市における「地域包括ケアシステム」構築に向けた推進イメージ

　本市では、住民に身近な区役所と市役所（本庁）が調和のとれた施策の展開を図り、基本的な視点として、
①地域福祉に関する市民啓発を図るための「意識づくり」、②地域における人材養成や居場所づくりをはじ
めとした取組を推進する「地域づくり」、③「意識づくり」や「地域づくり」を専門多職種と共に、地域において
システム化していくための「仕組みづくり」を３つの視点として、「自助」「互助」「共助」「公助」の組み合わせ
によるシステム構築をめざします。

自 助 互 助 共 助 公 助

１ 意識の醸成と参加・
　 活動の促進

区役所の機能
（地域みまもり支援センターなど）

市役所（本庁）の機能
（健康福祉局など）

４ 一体的なケアの提供

５ 地域マネジメント

２ 住まいと住まい方

３ 多様な主体の活躍

意識づくり

仕組みづくり地域づくり



１　地域福祉計画の趣旨・計画期間

２　地域福祉計画の位置付けと関連計画との関係性

　今後のわが国の超高齢社会において、高齢者等が自宅をはじめとした在宅で暮らし続けられるように、医療
を在宅に届けられる仕組みづくりが重要と考えられ、「医療」を含めた「住まい」「生活支援」「介護」「予防」の５つ
の要素が包括的に、切れ目なく提供できるような「地域包括ケアシステム」の必要性が高まっています。
　川崎市では、高齢者に限らず、すべての地域住民を対象として、平成27（2015）年3月に関連個別計画の上位
概念として、「川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン」を策定しました。
　そこで、川崎市総合計画のもと、地域包括ケアシステム推進ビジョンを上位概念として、地域課題の解決を図
るために、住民の視点から地域福祉を推進していくための行政計画の１つとして、関連計画と連携を図りなが
ら、地域福祉計画を策定し、本市における地域福祉の向上をめざします。

３　計画の実施状況の点検・見直し

　各区地域福祉計画推進会議における区地域福祉計画の点検も踏まえ、学識経験者や、地縁組織・福祉関係団体
の代表者等を委員とする「川崎市社会福祉審議会地域福祉専門分科会」において計画の進捗状況を報告し、地域
福祉に関する状況の把握、施策の進行管理、課題の検討・評価等を行い、施策の一層の充実に努めます。

　「地域福祉計画」は、社会福祉法第107条に基づき、以下の事項を一体的に定める計画です。
　　① 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関する共通的事項
　　② 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項
　　③ 地域における福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項
　　④ 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項

　本市では、平成16（2004）年度から策定しており、今回が第５期で、平成30（2018）年度から平成32（2020）年
度までの3年間の計画です。今回の第５期計画についても、市計画と区計画をそれぞれ策定しました。

　①要支援・要介護認定者数（第1号被保険者）　48,750人（平成27年度末）

　②障害者福祉関係の統計（平成27年度末）
　　ア．身体障害者数　　　　　36,532人
　　イ．知的障害者数　　 　　　 9,155人
　　ウ．精神障害者数　　　　　10,567人
　　エ．自立支援医療受給者数　20,359人

　③小学校数・児童数、中学校数・生徒数（平成28年度）
　　ア．小学校　　　　　　　　73,871人（117校）
　　イ．中学校　　　　　　　　33,070人（58校）

４　川崎市における地域福祉を取り巻く状況

　本市の人口は、平成22（2010）
年から約7.8万人増加し、平成29
（2017）年に150万人を超えてい
ます。一方、１世帯当たり人員は
減少傾向にあります。

資料：川崎市統計情報
　　 「川崎市の世帯数・人口」
　　 （各年10月1日現在）

資料：国勢調査、「川崎市総合計画第２期実施計画の策定に向けた将来人口推計について」
　　 （平成29年５月　川崎市総務企画局）

資料：①③川崎市統計書
　　　②川崎市健康福祉年報

資料：（3）（4）川崎市統計書

１ ２

（１）人口・世帯の状況

（２）高齢者・障害者・児童に関する統計

　①町内会・自治会等加入率　63.2％　　②民生委員児童委員の状況　1,514人、56地区民生委員協議会数

（３）町内会・自治会等加入率、民生委員児童委員の状況

　生活保護受給世帯数・保護率　24,315世帯（21.97‰）

（４）生活保護受給世帯数・保護率

川崎市総合計画［第２期実施計画（平成30（2018）年度～33（2021）年度）］
「成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち・かわさき」

第５期川崎市地域福祉計画及び各区地域福祉計画
（平成30（2018）年度～32（2020）年度）

第５期川崎市地域福祉計画及び各区地域福祉計画
（平成30（2018）年度～32（2020）年度）

「川崎らしい都市型の地域包括ケアシステムの構築による誰もが住み慣れた
地域や自らの望む場で安心して暮らし続けることができる地域の実現」

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン
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基本目標

５　第5期川崎市地域福祉計画の計画体系 ６　第5期川崎市地域福祉計画における主な取組

　第4期計画では、①サービス利用者の意向を尊重した施策の充実、②保健・医
療・福祉サービスの質の向上に向けた体制の強化、③地域福祉活動への住民参
加の促進に向けた基盤整備に取り組み、概ね順調に進捗してきました。
　第5期計画に向けた課題としては、①孤立、虐待、ひきこもりなどの社会問題
に対する対応、②地域の困りごとを地域で解決するための仕組みづくり、③防
災・防犯による安心・安全に暮らせる地域づくりなどに、取り組んでいきます。

①災害時の避難支援体制づくりの推進
　要援護者避難支援制度、二次避難所の整備など、円滑な取組の推進
②一人暮らし高齢者等の見守りネットワークの推進
　協力民間事業者の拡充など、多様な主体による見守りの取組の推進
③虐待への適切な対応の推進
　虐待防止に向けた啓発、専門職等による適切な対応の実施
④生活に困難をかかえる人の自立支援
　生活保護家庭の学習支援、だいJOBセンターでの相談・支援、ひとり親
　家庭への支援等を着実に推進
⑤ひきこもり対策等の推進
　ひきこもり対策や、ゲートキーパーの養成など自殺対策等の着実な推進

３ ４

（１）今日的な課題への対応（「③ 支援を必要とする人が的確につながる仕組みづくり」より）

①保健・医療・福祉の連携
　在宅療養推進協議会の開催など、医療と介護の連携に向けた取組の推進など
②市民・事業者・行政の協働・連携
　地区カルテを活用した行政による地域マネジメントの取組の推進など

（２）区計画と連携を強化して推進する取組（「④ 連携のとれた施策・活動の推進」より）

（１）第５期計画の取組課題

（２）第５期計画の基本理念・基本目標

地域で暮らす人々が主体的に地域福祉活動等
へ参加していくことで、人と人のつながりを
持ち、助け合い、支え合うことができる仕組み
づくりに向けて、健康・生きがいづくりや、地
域福祉の担い手づくり、活動・交流の場づくり
などをめざします。

① 住民が主役の地域づくり
保健・福祉サービスやその他の在宅生活を支
えるサービスを効果的に組み合わせて利用で
きるよう、広く福祉に関する情報提供や、相談
支援のネットワークの包括化、サービスの質
の向上等に向けた研修、権利擁護に関する取
組などを着実に推進します。

② 住民本位の福祉サービスの提供

今日、災害時の避難支援、一人暮らし高齢者等
の見守り、虐待への適切な対応、生活困窮者の
自立支援など、これまでの広く地域福祉を推
進していく取組とともに、今日的な課題に対
応するため地域力を活かした取組を推進しま
す。

③ 支援を必要とする人が的確につながる
　 仕組みづくり 保健・福祉・医療をはじめとした、様々な分野・

職種間における連携を図り、「顔の見える関係
づくり」を進めるとともに、地域住民も加えた
ネットワークづくりを進めることを促し、こ
うした取組を通じて、様々な場面での連携を
進め、施策の推進の中でも、他分野との連携の
とれた施策展開を図ります。

④ 連携のとれた施策・活動の推進

地域づくりに向けた取組のイメージ
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①住民が主役の地域づくり
②住民本位の福祉サービスの提供
③支援を必要とする人が的確につながる仕組みづくり
④連携のとれた施策・活動の推進

ＰＤＣＡサイクル

地域の課題の把握と
社会資源の発掘

地域の関係者による
対応策の検討

対応策の
決定・実行

●介護サービス
・地域ニーズに応じた在宅
サービスや施設のバラン
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●医療・介護連携
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◆住民のニーズ
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◆支援者の課題
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課　題

●地域課題の共有
・保健、医療、福祉の関
係者等の協働による個
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社会資源
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５　第5期川崎市地域福祉計画の計画体系 ６　第5期川崎市地域福祉計画における主な取組

　第4期計画では、①サービス利用者の意向を尊重した施策の充実、②保健・医
療・福祉サービスの質の向上に向けた体制の強化、③地域福祉活動への住民参
加の促進に向けた基盤整備に取り組み、概ね順調に進捗してきました。
　第5期計画に向けた課題としては、①孤立、虐待、ひきこもりなどの社会問題
に対する対応、②地域の困りごとを地域で解決するための仕組みづくり、③防
災・防犯による安心・安全に暮らせる地域づくりなどに、取り組んでいきます。
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　要援護者避難支援制度、二次避難所の整備など、円滑な取組の推進
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　協力民間事業者の拡充など、多様な主体による見守りの取組の推進
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　虐待防止に向けた啓発、専門職等による適切な対応の実施
④生活に困難をかかえる人の自立支援
　生活保護家庭の学習支援、だいJOBセンターでの相談・支援、ひとり親
　家庭への支援等を着実に推進
⑤ひきこもり対策等の推進
　ひきこもり対策や、ゲートキーパーの養成など自殺対策等の着実な推進
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地域で暮らす人々が主体的に地域福祉活動等
へ参加していくことで、人と人のつながりを
持ち、助け合い、支え合うことができる仕組み
づくりに向けて、健康・生きがいづくりや、地
域福祉の担い手づくり、活動・交流の場づくり
などをめざします。

① 住民が主役の地域づくり
保健・福祉サービスやその他の在宅生活を支
えるサービスを効果的に組み合わせて利用で
きるよう、広く福祉に関する情報提供や、相談
支援のネットワークの包括化、サービスの質
の向上等に向けた研修、権利擁護に関する取
組などを着実に推進します。
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①住民が主役の地域づくり
②住民本位の福祉サービスの提供
③支援を必要とする人が的確につながる仕組みづくり
④連携のとれた施策・活動の推進

ＰＤＣＡサイクル

地域の課題の把握と
社会資源の発掘

地域の関係者による
対応策の検討

対応策の
決定・実行

●介護サービス
・地域ニーズに応じた在宅
サービスや施設のバラン
スのとれた基盤整備
・将来の高齢化や利用者数
見通しに基づく必要量
●医療・介護連携
・地域包括支援センター
の体制整備（在宅医
療・介護の連携）
・医療関係団体等との連携
●住まい
・サービス付き高齢者向
け住宅等の整備
・住宅施策と連携した居
住確保
●生活支援/介護予防
・自助、互助等による実施
・社会参加の促進による
介護予防
・地域の実情に応じた事業
●子育て支援
●障害者支援
●人材育成
・専門職の資質向上

●市関連計画との調整
・総合計画
・地域福祉計画
・いきいき長寿プラン
・保健医療プラン
・ノーマライゼーション
プラン
・子ども・若者の未来
応援プラン　等
●住民参画
・住民会議
・パブリックコメント　等
●関連施策との調整
・高齢、障害、児童、難
病施策等との調整

量
的
・
質
的
分
析

事
業
化
・
施
策
化
協
議

具
体
策
の
検
討

各行政計画の策定等

◆住民のニーズ

◆住民・地域の課題

◆社会資源の課題
　・介護
　・医療
　・住まい
　・予防
　・生活支援
　・子育て支援

◆支援者の課題
　・専門職の数、資質
　・連携、ネットワーク

課　題

●地域課題の共有
・保健、医療、福祉の関
係者等の協働による個
別支援の充実
●年間事業計画への反映

地域ケア会議等
関連会議

■地域資源の発掘

■地域リーダーの発掘

■住民互助の発掘

社会資源

　コミュニティ・エリア
ごとの統計的情報や地域
資源情報を整理し、地域
の実態を把握

地区カルテづくり

現状把握

・地域ケア会議等、高齢
者関連会議（地域包括
支援センター等で個別
事例の検討を通じ地域
のニーズや社会資源を
把握）
・子ども子育て支援関連会議
・障害者支援関連会議
・災害対策協議会　　等

地域包括ケアシステム構
築に係る関連会議の開催

　コミュニティ・エリア
ごと・市内各区との比較
検討

医療・介護・子育て
情報等の「見える化」



７　各区における地域福祉推進のイメージ

５ ６

※人口、世帯数、１世帯当たり人員：川崎市統計情報「川崎市の世帯数・人口」
　平成29年10月１日現在
※年少人口割合・高齢化率：川崎市統計情報「年齢別人口」
　平成29年10月１日現在
※外国人住民人口：川崎市統計情報「管区別年齢別外国人住民人口」
　平成29年９月30日現在
※町内会・自治会等加入率：川崎市統計書
　平成28年４月１日現在

　　宮 前 区　　第５期宮前区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

229,481人

97,839世帯

2.35人

13.7％

21.3％

3,176人

64.2％

基本理念

基本目標

みんなでつくろう　地域の輪
～共につながり　支え合い　　　　　
　　　安心して暮らせる地域づくり～

１ 区民が主役の地域づくり
２ 区民本位の福祉サービスの提供
３ 必要な人が支援へつながる仕
　組みづくり
４ 地域づくりのための連携・協働の推進

主な取組

地域のつながり
ワークショップの開催
地域のつながり

　　麻 生 区　　あさお福祉計画　第５期麻生区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

177,238人

75,999世帯

2.33人

13.2％

23.1％

2,365人

66.7％

基本理念

基本目標

心が響きあう福祉のまち麻生
～麻生区らしい地域包括ケア　　　　
　　　　　システム構築をめざして～

１ 区民が主役の地域づくり
２ 区民本位の福祉サービスの提供
３ 「ひと・もの・場」をつなぐ自助・
    互助の仕組みづくり

主な取組

地域課題解決につなげる
地域人材の育成

地域課題解決につなげる

　　多 摩 区　　第５期多摩区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

216,681人

109,639世帯

1.98人

10.8％

19.4％

4,110人

55.9％

基本理念

基本目標

多様な主体と多世代がつながる
支え合いのまち多摩区

１ 多様な主体が参加する地域づくり
２ 多世代交流でつながる地域づくり
３ 見守り・支え合いのネットワーク 
　づくり

主な取組

パサージュ・たまパサ ジ たま

　　高 津 区　　第５期高津区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

230,507人

110,335世帯

2.09人

13.0％

18.3％

4,353人

61.0％

基本理念

基本目標

区民がともに支え合い
安心して暮らせるまち高津の実現

～高津区らしい地域包括ケアシステムの構築をめざして～

１ 区民が主役の福祉の地域づくり
２ 区民ニーズをふまえた福祉サービスの提供
３ 支援を必要とする人が適切な支援につなが
　 る仕組みづくり
４ 多様な主体の協働・連携による施策・活動の推進

主な取組

高津公園体操の推進高津公園体操の推進

　　中 原 区　　第５期中原区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

254,156人

127,991世帯

1.99人

13.0％

15.3％

5,048人

67.9％

基本理念

基本目標

福祉のこころ、人と人との橋わたしで
支え合える地域づくり

１ 区民が主役の地域づくり
２ 必要な支援やサービスが的確
　 に届けられる仕組みづくり
３ 多様な主体が連携した施策・
　 活動の推進

主な取組

小中学生の子育てサロン
ふれあい体験

小中学生の子育てサロン

　　川 崎 区　　第５期川崎区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

229,653人

116,078世帯

1.98人

11.4％

22.2％

14,417人

58.9％

基本理念

基本目標

つながりを育て　安心して暮らせるまち
かわさき区

１ つながりを育てる地域づくり
２ 安心して暮らせる地域づくり
３ 見守り・支え合いのネット
  　ワークづくり

主な取組

地域の縁側活動
推進事業

　　幸　区　　第５期幸区地域福祉計画
人口

世帯数

１世帯当たり
人員

年少人口割合

高齢化率

外国人住民人口

町内会・自治会等
加入率

165,974人

78,589世帯

2.11人

12.9％

22.7％

4,740人

70.5％

基本理念

基本目標

地域でつながり、支え合う、誰もが
安心していきいきと暮らせる幸区
～幸区地域包括ケアシステムの構築を目指して～

１ 地域でつながり、支え合うまち
　 づくり

２ 総合的な相談・支援体制づくり
３ 多様な主体によるネットワーク  
　 づくり

主な取組

ご近所支え愛事業による
地域の課題解決に向けた取組と
地域における見守りの推進

え愛事業による
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川崎市が進める地域包括ケアシステム構築に向けた取組

（１）本市が進める「地域包括ケアシステム」とは

　本市においても、少子化と相まって超高齢社会が進行する中で、すべて
の市民が住み慣れた地域で自分らしさを発揮し、自立した日常生活を営む
ことができるように、生活に必要な要素が包括的に確保された体制づくり
として、地域包括ケアシステムの構築を進めます。
　本市では地域包括ケアシステム構築に向けて、その指針となる「川崎市
地域包括ケアシステム推進ビジョン」を平成27（2015）年３月に策定しま
した。
　さらに、ビジョンに基づく取組として、平成28（2016）年４月に、区役所
保健福祉センター内に、地域みまもり支援センターを設置し、「個別支援の
強化」と「地域力の向上」に取り組んできました。
　また、関連する取組の情報を広く市民の皆様に周知するため、「川崎市地
域包括ケアシステムポータルサイト」にて、様々な情報を発信しています。

（２）本市における「地域包括ケアシステム」構築に向けた推進イメージ

　本市では、住民に身近な区役所と市役所（本庁）が調和のとれた施策の展開を図り、基本的な視点として、
①地域福祉に関する市民啓発を図るための「意識づくり」、②地域における人材養成や居場所づくりをはじ
めとした取組を推進する「地域づくり」、③「意識づくり」や「地域づくり」を専門多職種と共に、地域において
システム化していくための「仕組みづくり」を３つの視点として、「自助」「互助」「共助」「公助」の組み合わせ
によるシステム構築をめざします。

自 助 互 助 共 助 公 助

１ 意識の醸成と参加・
　 活動の促進

区役所の機能
（地域みまもり支援センターなど）

市役所（本庁）の機能
（健康福祉局など）

４ 一体的なケアの提供

５ 地域マネジメント

２ 住まいと住まい方

３ 多様な主体の活躍

意識づくり

仕組みづくり地域づくり
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